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　本書は，教育基本法と学習指導要領を踏まえ，且つ生徒が主体的に意欲をもって学習に取り組むこと

ができ，先生にも使いやすい教科書を目指して，下記の点に留意しました。

①　生徒が自然に対する興味・関心を高め，主体的に学習を進められるようにする。
②　基礎・基本の定着を徹底し，確かな学力が身につくようにする。
③　学習内容と職業や日常生活との関連を示すなど，科学を学ぶ意義や有用性を実感できるようにする。
④　目的意識をもって，観察・実験などに取り組み，科学的な思考力・表現力・判断力が身につくようにする。
⑤　小学校の既習事項との関連を示し，学習内容の系統性がわかるようにする。
⑥　自学・自習，家庭学習にも対応できるようにする。
⑦　だれにでも，見やすく，わかりやすい教科書にする。

2 編修の基本方針

1

編　 修　 趣　 意　 書
（教育基本法との対照表）

編修の趣旨及び留意点

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

26-103 中学校 理科 理科 3

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

11　学図 理科　929 中学校科学３

　教育基本法第二条に示す教育目標を達成するため，下記の点を編修の基本方針としました。

①　科学の基本的な概念にそって，理解しやすいように学習
内容の構成をくふうし，科学的な知識と教養を身につけ
られるようにする。

一　幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める
態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとと
もに、健やかな身体を養うこと。

②　生徒が主体的に学習に取り組めるよう，学習内容と職業
や日常生活との関連を示すなど，学習内容への生徒の興
味・関心を高められるようにする。

③　人物の資料写真やキャラクターの掲載にあたっては，男
女均等になるようにする。また，話し合いの場面などを
設け，他者の意見を尊重し，協力し合う態度を養うよう
にする。

④　生物を観察するときは必要以上に傷つけないことや，実
験後の廃液の扱いなど，生命の尊重と，環境保全に注意
を促すようにする。

⑤　日本の伝統技術と科学の関連を示したり，内外の科学者
の紹介や，日本各地及び外国の資料写真を掲載し，日本
の伝統・文化や他国を尊重する態度を養うようにする。

二　個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、
創造性を培い、自主及び自立の精神を養うと
ともに、職業及び生活との関連を重視し、勤
労を重んずる態度を養うこと。

三　正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力
を重んずるとともに、公共の精神に基づき、
主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄
与する態度を養うこと。

四　生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に
寄与する態度を養うこと。

五　伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんでき
た我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊
重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度
を養うこと。

基本方針 教育基本法第二条



3 対照表
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色・該当箇所（各章の主なものを紹介してあります）
　（　）内は教育基本法第二条の各号との対応A-5　運動とエネルギー

第 1章　
力のつり合い

p.8　ラグビーのスクラムの写真（第五号）
　外国人と一緒にスクラムを組む日本人のようすを章の始めに示し，国際社会を意識できるよう
にしました。

p.21　「科学の窓　橋に見られる力の分解」（第五号）
　現代の橋と古い石づくりの橋における力の分解の工夫を示し，伝統技術と科学の関連を示しま
した。

第２章　
力と運動

p.24　体操世界選手権の白井健三選手の連続写真（第一，二，五号）
　世界で活躍する白井選手の連続写真を示すことにより，健やかな身体，創造性，国際社会を意
識できるようにしました。

p.30　「図 3　東北新幹線「はやぶさ」」（第二号）
　速さの説明で，日本を代表する新幹線をとりあげ，学習内容と日常との関連を示しました。
p.36　「発展　質量の異なる物体の自由落下」（第一，五号）
p.40　「科学の窓　斜面の実験から明らかにされた慣性の法則」（第一，五号）
　科学の発展に貢献した他国の科学者の真理を追求する姿を紹介し，他国を尊重する態度を養え
るようにしました。

第 3章　
仕事とエネルギー

p.44　「日常とのつながり　摩擦を小さくするくふう」（第二，五号）
　日常生活での摩擦を小さくする工夫として，日本の伝統の人力車を紹介しました。

p.48　「日常とのつながり　スロープの利用」（第二，三号）
　車いすのためのスロープを紹介し，学習内容の斜面の利用と日常との関連を示すとともに，公
共の精神を養えるようにしました。

p.59　「図 19　音のエネルギー」（第五号）
　音のエネルギーの例として，青森県のねぶた祭りの太鼓を紹介しました。

科学を仕事に活かす
p.66〜 67　（第二，四，五号）
　学習内容と職業の関連を示し，職業への関心と学習意欲が高められるようにしました。宇宙開
発に貢献している日本の小惑星探査機「はやぶさ」や，エアコンのエネルギー効率を高めるため
の工夫などの最先端の技術も紹介しています。

A-6　化学変化とイオン

第 1章　
水溶液とイオン

p85　「科学の窓　イオンの発見」（第一，五号）
　科学の発展に貢献した他国の科学者の真理を追求する姿を紹介し，他国を尊重する態度を養える
ようにしました。

p.86　「科学の窓　原子の構造をとらえた長岡半太郎」（第五号）
　長岡半太郎の功績をとりあげ，日本人の国際社会への貢献を紹介しました。

第２章　
酸・アルカリとイオン

p.74〜 75　石垣島鍾乳洞の写真（第四号）
p.93　「科学の窓　自然の中の酸のはたらき〜鍾乳洞〜」（第四号）
　酸のはたらきでつくられた鍾乳洞を紹介し，自然の営みへの興味・関心と自然を大切にする態
度を養えるようにしました。

p.101　「科学の窓　酸性の川の中和」（第四，五号）
　世界で初めて行われた，酸性の川を中和して人間の生活に役立てている例を紹介しました。

第 3章　
電池とイオン

p.110　「科学の窓　電池の発明」（第五号）
　乾電池の発明者として，　屋井先蔵の功績をとりあげ，日本人の国際社会への貢献を紹介しま
した。

科学を仕事に活かす
p.114〜 115（第二，三号）
　学習内容と職業の関連を示し，職業への関心と学習意欲が高められるようにしました。また，
はたらく女性もとりあげました。
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色・該当箇所（各章の主なものを紹介してあります）
　（　）内は教育基本法第二条の各号との対応B-5　生命のつながり

第 1 章　
生物の成長と細胞

p.125　「話し合ってみよう」（第一号）
　根や茎が伸びる連続写真を示して，そのときの細胞がどのように変化しているかを考えさせて，
探究心を養えるようにしました。

第２章　
生物の生殖と細胞

p.138　「科学の窓　無性生殖と農業」（第二号）
　無性生殖が農業に利用されていることを紹介し，学習内容が生活と深く関連していることを示
しました。

p.140　「科学の窓　ヒトの受精・発生」（第四号）
　ヒトの受精から誕生までを示し，生命を尊ぶ態度を養えるようにしました。

第３章　

遺伝の規則性

p.142　家族の集合写真（第三，五号）
　遺伝の場面で，いろいろな人種の家族の集合写真を示し，自他の敬愛と協力を意識し，他国を
尊重する態度を養えるようにしました。

p.143　「科学の窓　遺伝を粒子で考えたメンデル」（第五号）
　科学の発展に貢献した他国の科学者を紹介し，他国を尊重する態度を養えるようにしました。

B-6　生物と環境

第 1章　
自然界での生物のはたらき

p.162　「発展　「食べる・食べられる」ではない生物の関係〜共生〜」（第四号）
　生物の共生関係を解説し，自然を大切にする態度を養えるようにしました。

p.168　「科学の窓　菌類や細菌類を利用した食品づくり」（第二号）
　学習内容の菌類・細菌類が，食品づくりと関連していることを示しました。

第２章　
自然界のつり合い

p.173　「科学の窓　生態系の中で受け渡されていく物質〜生物濃縮〜」（第四号）
　生物濃縮について解説し，環境の保全に寄与する態度を養えるようにしました。

科学を仕事に活かす
p.176〜 177（第二，三，四号）
　学習内容と職業の関連を示し，職業への関心と学習意欲が高められるようにしました。また，
環境保全のための下水処理施設や，はたらく女性もとりあげました。

B-7　地球と宇宙

第 1 章

太陽系と宇宙の広がり

p.198　「科学の窓　小惑星を調べる」（第一，五号）
　日本の小惑星探査機「はやぶさ」の功績や，女子中学生らによる小惑星の発見の話題を示し，
国際社会に寄与する態度や探究心を養えるようにしました。

p.199　「科学の窓　地球外生物を探せ！」（第一号）
　地球外生物を探して，いろいろな天体が調べられていることを示し，探究心を養えるようにし
ました。

第２章

地球から見た天体の動き

p.222　「発展　生活の中に残る旧暦」（第五号）
　日本の旧暦が季節の行事の中に残っていることを示し，伝統と文化を尊重する態度を養えるよ
うにしました。

p.231　「発展　天動説と地動説〜それでも地球は動いている〜」（第一，五号）
　科学の発展に貢献した他国の科学者の真理を追究する姿を紹介し，他国を尊重する態度を養え
るようにしました。

科学を仕事に活かす
p.232〜 233（第二，三号）
　学習内容と職業の関連を示し，職業への関心と学習意欲が高められるようにしました。また，
はたらく女性もとりあげました。
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図書の構成・内容
特に意を用いた点や特色・該当箇所（各章の主なものを紹介してあります）　

（　）内は教育基本法第二条の各号との対応最終単元　
自然・科学技術と人間

第 1章　
自然と人間

p.247　「科学の窓　琵琶湖の外来種の影響」（第四号）
　琵琶湖の外来種の問題をとりあげ，環境の保全に寄与する態度を養えるようにしました。

p.254　「防災・減災の取り組み〜地震・火山〜」（第三，四号）
p.255　「防災・減災の取り組み〜洪水〜」（第三，四号）
　地震・火山，洪水による被害を防ぐための取り組みを紹介し，社会の発展に寄与し，生命を尊
ぶ態度を養えるようにしました。

p.256　「津波てんでんこ」（第一，四，五号）
　三陸地方の津波から命を守る言い伝えを紹介し，豊かな情操と道徳心や生命を尊ぶ態度を養え
るようにしました。

第２章　
科学技術と人間

p.265　「科学の窓　放射線の発見の歴史」（第五号）
　科学の発展に貢献した他国の科学者を紹介し，他国を尊重する態度を養えるようにしました。

p.269　「話し合ってみよう」，「図 10　科学技術の発展と私たちの生活の変化」（第二，三，五号）
　交通手段や通信手段の発展をふり返り，それらの技術と生活との関わりを理解し，社会の発展
に寄与する態度を養えるようにしました。

第 3章　
自然環境の保全と科学技術

p.274　植樹作業の写真（第四号）
　生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養えるようにしました。

p.281　「科学の窓　自然環境の復元〜弘前だんぶり池〜」（第四，五号）
　自然再生の取り組みを紹介し，自然を大切にし，郷土を愛する態度を養えるようにしました。

科学を仕事に活かす
p.284〜 285（第二，三，四号）
　学習内容と職業の関連を示し，職業への関心と学習意欲が高められるようにしました。また，
環境保全の仕事や，はたらく女性もとりあげました。
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1 編修上特に意を用いた点や特色

編　 修　 趣　 意　 書
（学習指導要領との対照表，配当授業時間表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

26-103 中学校 理科 理科 3

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

11　学図 理科　929 中学校科学３

　本書は，生徒が主体的に意欲をもって学習に取り組むことができ，先生にも使いやすい教科書を目指して，

下記の特色を設けました。

◎「これまでに学んできたことをチェックしよう」と「これまでに学んできたこと」で，既習事項の確認をします。

①　基礎・基本の定着を徹底し，確かな学力が身につけられるようにしました。

◎　本文の既習事項と関連ある箇所では，
「思い出してみよう」を設けて，既習事
項を思い出させるようにしました。

◎「例題」と「問い」で，計算練習をします。

　単元の学習に入る前に，
単元の学習内容と関連する
既習事項についての確認問
題「これまでに学んできた
ことをチェックしよう」を
設け，既習事項の復習をで
きるようにしました。また，
既習事項とこれから学ぶこ
との関連を意識させ，学習
内容の系統性がわかるよう
にしました。

　速さなどを求める公式が出てくるところでは，必ず「例題」を
設けて解き方の説明を入れ，公式の使い方が分かるようにしまし
た。例題の後には，練習問題として「問い」を入れました。

「これまでに学んできたことをチェックしよう」
の解答は，各章の始めに「これまでに学んでき
たこと」として示してあります。

（単元の初め）これまでに学んできたことをチェックしよう

（章の始め）これまでに学んできたこと

● 速さを求める例題（p.26）

（p.73）

（p.88）

（p.60）
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②　活用力や表現力を養い，学力の向上をはかれるようにしました。

◎　活用力や表現力を問う場面では，「活用」マークと
「表現」マークを，「問い」や「話し合ってみよう」，
「単元末問題」につけました。既習事項を活用したり，
理由を説明させたりする問題です。

◎　各単元の最後には活用問題として，
「活用しよう」を設けました。

③　生徒の自然に対する興味・関心を高め，学習内容と職業や日常生活との関連を示す
など，科学を学ぶ意義や有用性を実感できるようにしました。

◎　生徒の学習への興味・関心を高めるため，さまざまな話題を「科学の窓」として入れました。内容に応じて
「日常とのつながり」，「科学の歴史」，「環境」，「資料」のマークをつけました。また，「ことば」として言葉の
由来を説明したり，「なっとく！」として学習内容の説明を補足するコラムも入れてあります。

◎　章末の「学習の確認」で，章の復習
をします。

◎　単元末の「学習のまとめ」，「単元末問題」で，単元の復習をします。

（p.201）

（p.234） （p.236）

（p.238）

（p.138）

（p.136）
（p.10）

（p.21）

◎　巻末の「中学理科の総まとめの問題」
で，3 年間の総復習をします。

（p.302）
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（p.190）（p.189）

◎　学習指導要領に示されていない内容でも，生徒

の興味・関心を高めたり，学習内容の理解を深め

るものは，「発展」として入れました。

（p.135）

④　目的意識をもって，観察・実験などに取り組み，科学的な思考力・表現力・判断力
が身につくようにしました。

◎ 　各単元末には，単元の学習内容と関連した，職業の
紹介を「科学を仕事に活かす」として，見開き 2 ペー
ジで入れました。学習内容と職業や日常生活との関連
が分かり，科学を学ぶ大切さを実感し，学習意欲を高
められるようにしました。

◎ 　本文中の観察・実験の課題は，？マークで示し，観察・実験の目的をはっきり意識できるようにしました。ま
た，「結果」と「考察」は分けて示すことによってその違いを意識させ，「結果」を分析して解釈する能力を高
められるようにしました。さらに，探究活動を行うときの課題を「Let's try!」として設けました。

◎ 　観察・実験の危険防止には充分配慮し，危険な操作を生徒が行わないための「注意」や，生物を扱う際は生命
を大切にするための「注意」などを適宜入れてあります。また，観察・実験を上手に行うための解説として，「ポ
イント」を入れてあります。

（p.114）

課題 ◎ 　観察・実験の後のページに「結果例」を入れてあ
ります。観察・実験がうまくいかなかった場合やで
きなかった場合の参考とすることができます。ま
た，「結果」と「考察とまとめ」という表示を本文
に設け，結果と考察の違いをはっきりわかるように
しました。
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　指示薬の色の変化の
写真では，それぞれの
写真に，色を文字で示
してわかりやすくして
あります。

◎　記録タイマーの使い方などの実験
器具の「基本操作」をていねいに解
説しました。また，1,2 年で学習し
たガスバーナーや電流計などの使い
方，レポート・ノートのかき方は，
巻末資料として入れてあります。

◎　生徒の興味・関心をより高めるため，「チャレンジ」として
おもしろい観察・実験やもの作りも入れてあります。

◎　コンピュータを利用できる場面では，
コンピュータマークを入れてあります。

（p.27）

（p.295 巻末資料）

（p.40）

（p.230）

（p.92）

⑤　だれにでも，見やすく，わかりやすい教科書になるように配慮しました。

◎　カラーユニバーサル
デザインを含め，教科
書全体の文字や図など
の視認性について，専
門家の指導を受け，色
使いやレイアウトなど
に配慮して編集してい
ます。

（p.294 巻末資料）



4 5

対照表2
図書の構成・内容 学習指導要領の内容

該当箇所 配当時数
第1分野 第1分野 内容の取扱い

 A-5　運動とエネルギー
　第 1章　力のつり合い （5）ア（ア） （6）ア p.8 〜 23

小計 37

11

　第２章　力と運動 （5）ア（イ），（ウ） （6）イ p.24 〜 41 10

　第 3章　仕事とエネルギー
（5）イ（ア），（イ）　
（7）ア（ア）

（6）ウ，エ
（8）ア

p.42 〜 65 15

　単元末問題 （5），（7）ア（ア） p.70 〜 71 1

 A-6　化学変化とイオン
　第 1章　水溶液とイオン （6）ア（ア），（イ） （7）ア p.76 〜 87

小計 28

10

　第２章　酸・アルカリとイオン （6）イ（ア），（イ） （7）ウ，エ p.88 〜 103 10

　第 3章　電池とイオン （6）ア（ウ） （7）イ p.104 〜 113 7

　単元末問題 （6） p.118 〜 119 1
第2分野 第2分野 内容の取扱い

 B-5　生命のつながり
　第 1章　生物の成長と細胞 （5）ア（ア） （6）ア p.124 〜 129

小計 18

4

　第２章　生物の生殖と細胞 （5）ア（イ） （6）イ p.130 〜 141 8

　第 3章　遺伝の規則性 （5）イ（ア） （6）ウ p.142 〜 153 5

　単元末問題 （5） p.155 〜 156 1

 B-6　生物と環境
　第 1章　自然界での生物のはたらき （7）ア（ア） （8）ア p.160 〜 169

小計 10

5

　第２章　自然界のつり合い （7）ア（ア） （8）ア p.170 〜 175 4

　単元末問題 （7）ア（ア）  p.179 1

 B-7　地球と宇宙
　第 1章　太陽系と宇宙の広がり （6）イ（ア），（ウ） （7）イ，エ p.184 〜 201

小計 24

8

　第２章　地球から見た天体の動き
（6）ア（ア），（イ）
　　イ（イ），（ウ）

（7）ア，ウ，　
　　エ

p.202 〜 231 15

　単元末問題 （6） p.236 〜 237 1
第１，2分野 第１，2分野 内容の取扱い

 最終単元　自然・科学技術と人間
　第 1 章　自然と人間

2 分野（7）ア（イ），
                 イ（ア）

（8）イ，ウ p.242 〜 257

小計 23

9

　第 2 章　科学技術と人間
1 分野（7）ア（イ），   
                イ（ア）

（8）イ p.258 〜 273 8

　第 3 章　自然環境の保全と科学技術
1 分野（7）ウ（ア）
2 分野（7）ウ（ア）

（8）ウ

（8）エ
p.274 〜 283 6

合計 140
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編　 修　 趣　 意　 書
（発展的な学習内容の記述）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

26-103 中学校 理科 理科 3

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

11　学図 理科　929 中学校科学３

ページ 記　述 類型 関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項

36
質量の異なる物体の自由落下

1
1 分野（5）ア（ウ）内容の取扱い（6）イ
　「斜面の角度が 90°になったときに自由落下になること

に触れること」との関連

52 位置エネルギーの大きさの求め方 1
1 分野（5）イ（ア）
　「仕事とエネルギー」との関連

54 運動エネルギーと速さ 1
1 分野（5）イ（ア）
　「仕事とエネルギー」との関連

86
原子の電子配置とイオン

1
1 分野（6）ア（イ）内容の取扱い（7）ア　　　　
　「原子が電子と原子核からできていることを扱うこと」

との関連

87 電気分解のしくみ １
1 分野（6）ア（イ）
　「原子の成り立ちとイオン」との関連

97 水素イオンの濃度 1
1 分野（6）イ（ア）
　「酸・アルカリ」との関連

103 酸・アルカリの濃度と体積 1
1 分野（6）イ（イ）
　「中和と塩」との関連

108 金属のイオンのなりやすさ〜イオン化傾向〜 1
1 分野（6）ア（ウ）
　「化学変化と電池」との関連

135 シダ植物・コケ植物のふえ方 1
2 分野（5）ア（イ）
　「生物の殖え方」との関連

141 ジャガイモききんと無性生殖 1
2 分野（5）ア（イ）
　「生物の殖え方」との関連

152
DNA を取り出してみよう

1
2 分野（5）イ（ア）　内容の取扱い（6）ウ
　「遺伝子の本体が DNA であることにも触れること」との

関連

152
DNA と遺伝子の関係

1
2 分野（5）イ（ア）　内容の取扱い（6）ウ
　「遺伝子の本体が DNA であることにも触れること」との

関連

153

遺伝子組換え技術を利用した iPS 細胞

1

2 分野（5）ア（ア）
　「細胞分裂と生物の成長」との関連
2 分野（5）イ（ア）　
　「遺伝の規則性と遺伝子」との関連

162 「食べる・食べられる」ではない生物の関係
〜共生〜 1

2 分野（7）ア（ア）　
　「自然界のつり合い」との関連
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（発展的な学習内容の記述に係る総ページ数　　26）

ページ 記　述 類型 関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項

175 窒素も循環する 1
2 分野（7）ア（ア）　
　「自然界のつり合い」との関連

192 地球型惑星と木星型惑星 1
2 分野（6）イ（ウ）　
　「惑星と恒星」との関連

198 太陽系の果て 1
2 分野（6）イ（ウ）　
　「惑星と恒星」との関連

199
次つぎと見つかる太陽系外惑星

1
2 分野（6）イ（ウ）　内容の取扱い（7）エ
　「惑星以外の天体が存在することにも触れること」との

関連

200
ビッグバンと宇宙の歴史

1
2 分野（6）イ（ウ）　内容の取扱い（7）エ
　「恒星の集団としての銀河系の存在にも触れること」と

の関連

201
強い重力を生み出すブラックホール

1
2 分野（6）イ（ウ）　内容の取扱い（7）エ
　「惑星以外の天体が存在することにも触れること」との

関連

222 生活の中に残る旧暦 1
2 分野（6）イ（イ）
　「月の運動と見え方」との関連

226 日食や月食がまれにしか起こらないわけ 1
2 分野（6）イ（イ）　内容の取扱い（7）ウ
　「日食や月食にも触れること」との関連

231 天動説と地動説
　　〜それでも地球は動いている〜 1

2 分野（6）イ（ウ）
　「惑星と恒星」との関連

262 半減期 1
1 分野（7）ア（イ）内容の取扱い（8）イ
　「放射線の性質と利用にも触れること」との関連

290 測定値の計算 1
1 分野（5）ア（イ）

「運動の速さと向き」との関連

300 高校へステップアップ（物理基礎） 1
1 分野（7）ア（ア）　内容の取扱い（8）ア
　「熱の伝わり方も扱うこと」との関連

300
高校へステップアップ（化学基礎）

1
1 分野（6）ア（イ）内容の取扱い（7）ア　　　　
　「原子が電子と原子核からできていることを扱うこと」

との関連

301 高校へステップアップ（生物基礎） 1
2 分野（3）イ（ア）
　「生命を維持する働き」との関連

301 高校へステップアップ（地学基礎） 1
2 分野（7）イ（ア）　内容の取扱い（8）ウ
　「地球規模でのプレートの動きも扱うこと」との関連

1… 学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学
年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内容と直接
的な系統性があるものを含む）とされている内容

2… 学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容
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